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本校並びに職業能力開発推進協議会の年間の研究成果と事業報告をまとめた「アニュアル
レポート２０２１」の発行にあたり、ご挨拶を申し上げます。
現在も新型コロナウイルス感染症が収束しない中、ようやく高齢者に対してのワクチン接

種が始まり今後の効果に期待したいところです。継続して新型コロナウイルス感染症に対応
されている医療機関の皆様、様々な関連業務を担っている皆様に改めて感謝申し上げます。
本校では、十分なコロナ対策を施し、３月１８日の卒業式、４月５日の入学式を学校の行事

として無事開催できたことは大変有意義な事であったと考えております。コロナ対策の新し
い手法として、オンラインでの面接、会議などを実施しております。ご存じのとおり職業能
力開発推進協議会の令和２年度 第三回理事会、令和３年度 第一回理事会をZoomによるオ
ンライン形式で開催しました。対面とは異なる新しい開催方法の有効性を感じたところです

が、通信環境の問題等改善すべき課題も改めて把握できました。これからしばらくコロナと共存していく事を考えま
すと、新しい手法を導入して様々な行事を安全に開催して参りたいと思います。
さて、今年度は、第一期留学生が就職の時期となります。会員企業の皆様にはインターンシップの受け入れや情報

交流会、合同企業説明会など、多大なご協力をいただいております。しかしながら、就職に関しては厳しい状況と感
じており、会員企業の皆様の更なるご支援を賜りたく、ご協力をお願い申し上げます。
また、各種競技会への参加、求職者・在職者の方を対象とした訓練の実施、講師研究による産業界のニーズにマッ

チした職業訓練カリキュラムの開発、中小企業の人材育成・職業訓練への支援にも取り組んでおります。そして「西
キャンパス再整備事業」、「かながわIT人材教育モデルP-TECH」も動き出しました。このような中、本校の最も大き
な課題に入学生の定員割れの問題がございます。特に厳しい状況の製造３科（生産技術科、制御技術科、電子技術科）
への対応として、今年度も継続して「KCIT＊あり方」と題し、以下３つの取組を加速して実施して参ります。
１）「ホスピタリティー向上」：学生・来校者の方々が快適に過ごせる校の環境作り
２）「魅力づくり（校のウリ）」：講師研究等で企業・地域の皆様から求められる技術と学習内容の導入
３）「時代ニーズに合ったコースの設定」：学習内容・学科名称を時代ニーズに合った内容とする
これからも皆様のご意見を伺い、本校の事業内容のさらなる充実を図って参りたく、引続きご指導・ご支援をよろ

しくお願いいたします。
（＊：KCITは、本校の英語名称「Kanagawa Prefectural Junior College for Industrial Technology」の略称）

昨年来の新型コロナウイルス感染症の影響の長期化により、小売業や飲食、宿泊、サービ
ス産業を中心とする多くの企業が打撃を受ける中、今後のコロナ禍における回復は二極化し
「Ｋ字型」となる見通しも示されております。また、独立行政法人労働政策研究・研修機構
が２０２１年４月に発表したリポートによると、日本では雇用維持制度などにより失業者の急激
な増加は何とか抑えられているという傾向が見て取れますが、先行きは不透明といわざるを
得ません。
このような状況の中、私達を取り巻く社会や経済、個人の生活は大きく変化しつつあり、

会員企業の皆様におかれましては、そうした変化に対応するため様々な工夫に取組んでおら
れることと存じます。
一方、国の職業能力開発施策に目を向けてみますと、去る３月２９日に厚生労働省により、

令和３年から令和７年までの５年間の方向性を示す「第１１次職業能力開発基本計画」が策定されています。この計画
における４本の柱のひとつには、「産業構造・社会環境の変化を踏まえた職業能力開発の推進」が掲げられています。
具体的には、コロナ禍により需要が急速に高まったオンライン環境を職業訓練に取り入れていくことや、ものづく

り分野にAR・VR等の新たな技術を導入して教育訓練を推進することにより、国が目指す“Society５.０”（サイバー空
間と現実空間を融合させ経済発展を実現する社会）に必要な人材育成を図ることが示されています。
現在、高等教育機関等で学んでいる若者達は「Ｚ世代」と呼ばれており、スマートフォンやSNSを日常的に使いこな

すなど、情報リテラシーに関する基礎力を早くから身に着けている世代であります。こうした素養に加えて、産業技
術短期大学校での教育訓練を通じて「ものづくり」の本質を学んだ学生達は、“Society５.０”に対応した人材として、
これからの企業の継続的成長に不可欠な存在となりうるといえます。
本協議会は発足以来、会員が事業所で行う人材育成に関する支援、会員相互の情報共有と短大校が推進する教育訓

練への支援を目的に活動してきました。令和３年７月時点で３７３会員となり、多くの会員に活動を支えていただいてお
ります。感染症の不安からの解放を願いつつ、令和３年度以降の協議会運営に当たっては「新しい生活様式」に沿っ
た工夫を検討しながら進めて参りたいと考えておりますので、引き続きご協力を賜りますようお願い申し上げます。
また事業へもぜひご参加ください。
このレポートを通して、会員の皆様が短大校と本協議会の活動にご理解を深めていただけることを願っております。

1．あいさつ

神奈川県立産業技術短期大学校 校長 松永 和彦

産業技術短期大学校職業能力開発推進協議会 会長 安藤 孝男
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２．学校概要

産業技術短期大学校

管理課

学生課

産業技術課

生産制御課

電子情報課

人材育成支援課
（人材育成支援センター）
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本校は、企業ニーズに対応した高度で専門的な知識・技術を有するエンジニア養成を目的と
して神奈川県が設置運営する職業能力開発短期大学校です。
学校教育法を設置根拠とする大学・短期大学とは異なり、「職業能力開発促進法」に基づき設

置されている「職業能力開発施設」という位置付けになります。
同法を設置根拠とする施設のうち、職業能力開発校（本県では総合職業技術校）が学卒者、

離転職者及び在職者を対象として期間、内容ともに幅広い訓練（普通課程等）を行うのに対し、
本校は新規学卒者を主対象にした２年間の訓練（専門課程）を行い、「実践技術者」を育成しま
す。
この実践技術者とは、専門的な技術・知識とものづくりに関する幅広い高度な技能を併せ持

ち、豊かな創造力と優れた行動力を兼ね備えた課題解決型人材と定義付けています。
平成７年４月１日の開校以後、企業の皆様方に本校の実践技術者育成方針を評価していただ

き、高い就職率のもと、製造業を中心とする多くの企業様に卒業生を送り出しています。

本校は前述のとおり「教育・研究施設」
ではなく、あくまで職に就くための知識
や技術を身に付ける「職業能力開発施設」
ですので、授業カリキュラムは企業にお
いて求められる実践的な知識・技術の修
得をめざした構成になっています。
授業カリキュラムは２年制の短期大学

校でありながら、必須履修単位数１５６単位、
総授業時間数２８００時間となっており、４
年制大学（文科系）の授業量に匹敵する
ボリュームの教育訓練を行っています。
総授業時間に占める実習・実技の割合は６割以上にのぼり、一人１台の機器での実習や少人数
教育制とあいまって、確かな技術の修得を可能としています。さらに、専門科目の学科・実験・
演習・実習のほか、英語、社会経済概論、マーケティング概論、ビジネスマナーなどの教養科
目も充実しています。
学生にとっても、就職後に必要とされる内容について、本校で学んだ知識・技術が活かせて

ミスマッチが少ないことから、就職後も意欲とやりがいを持って仕事に取り組むことができて
います。そしてこの卒業生の頑張りがまた、企業様から高い評価をいただいているという好循
環を生んでいます。
学科構成は５学科で、生産技術科、制御技術科、電子技術科、産業デザイン科、情報技術科

となっています。各学科の定員は４０名で、１学年２００名、全学年４００名の定員です。
令和２年度は、留学生１０名の受け入れを開始しました。また、神奈川県、県教育委員会、日

本アイ・ビー・エム株式会社と連携して取り組むIT人材教育モデル「かながわIT人材教育モデ
ルP-TECH」の実施校として本校が位置付けられました。

2-1 本校の成り立ちと教育訓練目標

2-2 本校の特色
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○昭和６１年４月１日 神奈川県立の高等職業技術校等に関する条例の一部改正により、神奈川
県立横浜工業技術職業訓練所（昭和３９年設置、統合時は神奈川県立横浜
高等職業訓練校）及び神奈川県立技能訓練センター（昭和４４年設置）を
統合し、神奈川県立横浜高等職業技術校を横浜市旭区中尾６０番地１（現：
中尾２丁目４番１号）に設置

○平成６年３月３０日 神奈川県立産業技術短期大学校条例公布
（平成７年４月１日施行、一部平成６年１０月１日施行）

○平成６年７月８日 労働大臣より神奈川県立産業技術短期大学校の設置認可
（労働省収能第１２９号）

○平成７年４月１日 神奈川県立産業技術短期大学校開校
○平成８年３月３１日 神奈川県立横浜高等職業技術校を廃止
○平成２２年４月１日 支所として神奈川県立産業技術短期大学校人材育成支援センターを設置
○平成２６年３月３１日 支所を廃止して神奈川県立産業技術短期大学校に統合
○平成３１年４月１日 離職者等委託訓練事業を神奈川県立東部総合職業技術校二俣川支所に移管

（参考）他県の職業能力開発短期大学校の開校状況
平成５年４月 山形県立産業技術短期大学校 平成１７年４月 茨城県立産業技術短期大学校
平成７年４月 長野県工科短期大学校 平成２１年４月 広島県立技術短期大学校
平成９年４月 熊本県立技術短期大学校 〃 福島県立テクノアカデミー郡山

〃 岩手県立産業技術短期大学校 平成２２年４月 福島県立テクノアカデミー会津
平成１０年４月 大分県立工科短期大学校 〃 福島県立テクノアカデミー浜
平成１１年４月 山梨県立産業技術短期大学校 平成２８年４月 長野県南信工科短期大学校
平成１６年４月 岐阜県立国際たくみアカデミー 令和３年４月 静岡県立工科短期大学校

2-3 沿革

2-4 組織
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（１）設置学科・定員

（２）学年及び学期（学則による。※）
学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日まで、１年間を２期に分けて授業を実施します。
前 期 ４月１日から９月３０日まで
後 期 １０月１日から３月３１日まで

（３）休業日（学則による。※）
日曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日
開校記念日 ７月８日
夏 季 休 業 ８月１日を含む週から８月３１日を含む週までの間の４週間
冬 季 休 業 １２月２７日から１月５日
春 季 休 業 修了日翌日から入学式当日まで

（４）授業時間（学則による。※）
始 業 ８時５０分
終 業 １６時１０分（水曜日は１４時３０分もしくは１６時１０分）
休 憩 １２時００分から １３時００分

（５）授業料等

学 科 名 １ 学 年 ２ 学 年 総定員
生 産 技 術 科 ４０名（３名） ４０名（３名） ８０名
制 御 技 術 科 ４０名（３名） ４０名（３名） ８０名
電 子 技 術 科 ４０名（２名） ４０名（２名） ８０名
産 業 デ ザ イ ン 科 ４０名 ４０名 ８０名
情 報 技 術 科 ４０名（２名） ４０名（２名） ８０名

計 ２００名（１０名） ２００名（１０名） ４００名

区 分 入学検定料

入 学 料

授業料・聴講料 証明書交付
手数料

入学選抜の合格発表
の日の１年前から引
き続き神奈川県内に
住所を有する者

その他の者

学 生 １８，０００円 １１２，８００円 ２６３，３００円 年 額 ３９０，０００円 １通につき
４００円聴講生 ９，９００円 ２１，７００円 ４９，９００円 １単位 ５，１００円

２-5 定員・授業料等

注：（ ）内数字は留学生で内数

（※）学期の区分、休業日、授業時間は、変更になることがあります。また、令和元年度及び令和２年度は、
新型コロナウイルス感染症の影響による休校措置が取られたため、大幅に変更しています。
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入試状況 募 集 応募者 受験者 合格者 倍率 入学者 備 考
推 薦 入 試 １２５名 ８９名 ８９名 ８７名 １．０２ ８４名

男 １１２名
女 ３４名

一 般 入 試 ６５名 ６０名 ６０名 ５８名 １．０３ ５２名
一般入試留学生枠 １０名 １０名 １０名 １０名 １．００ １０名

合 計 ２００名 １５９名 １５９名 １５５名 １．０３ １４６名

令和３年度生 令和２年度生
1 年 生 ２ 年 生

生
産
技
術
科

制
御
技
術
科

電
子
技
術
科

産
業
デ
ザ
イ
ン
科

情
報
技
術
科

計

生
産
技
術
科

制
御
技
術
科

電
子
技
術
科

産
業
デ
ザ
イ
ン
科

情
報
技
術
科

計

期 間 ２年 ２年 ２年 ２年 ２年 ２年 ２年 ２年 ２年 ２年
定 員 ４０ ４０ ４０ ４０ ４０ ２００ ４０ ４０ ４０ ４０ ４０ ２００

応募者
の
経過

応募者 ２６（０）１８（２）３０（２）４３（２５）４２（６）１５９（３５）３３（２）２４（２）３９（２）４７（３３）４５（８）１８８（４７）
受験者 ２６（０）１８（２）３０（２）４３（２５）４２（６）１５９（３５）３３（２）２４（２）３９（２）４７（３３）４５（８）１８８（４７）
合格者 ２５（０）１７（２）３０（２）４２（２５）４１（６）１５５（３５）３３（２）２４（２）３９（２）４０（２８）４１（８）１７７（４２）
辞退者 １（０） １（０） １（０） ３（ ０） ３（０） ９（ ０） ２（０） １（０） ４（０） １（ ０） ２（２） １０（ ２）

入 学 者 ２４（０）１６（２）２９（２）３９（２５）３８（６）１４６（３５）３１（２）２３（２）３５（２）３９（２８）３９（６）１６７（４０）
内、留学生 ２（０） ２（０） ３（１）－（－） ３（０） １０（ １） ３（１） ２（０） ３（１）－（－） ２（０） １０（ ２）

入

校

状

況

年

齢

別

１８歳 １７（０） ９（１）１９（０）３１（２４）２９（４）１０５（２９）２３（１）１５（１）２５（１）３１（２２）２４（５）１１８（３０）
１９歳 ３（０） ４（０） ３（０） ５（ １） ３（０） １８（ １） ４（０） ４（０） １（０） ２（ ２） ８（１） １９（ ３）
２０～２９ ２（０） ３（１） ７（２） ３（ ０） ６（２） ２１（ ５） ３（１） ４（１） ８（１） ６（ ４） ７（０） ２８（ ７）
３０～３９ ２（０） ０（０） ０（０） ０（ ０） ０（０） ２（ ０） １（０） ０（０） ０（０） ０（ ０） ０（０） １（ ０）
４０～４９ ０（０） ０（０） ０（０） ０（ ０） ０（０） ０（ ０） ０（０） ０（０） １（０） ０（ ０） ０（０） １（ ０）
５０～５９ ０（０） ０（０） ０（０） ０（ ０） ０（０） ０（ ０） ０（０） ０（０） ０（０） ０（ ０） ０（０） ０（ ０）
６０歳以上 ０（０） ０（０） ０（０） ０（ ０） ０（０） ０（ ０） ０（０） ０（０） ０（０） ０（ ０） ０（０） ０（ ０）

学
歴
別

高 卒 ２１（０）１３（１）２６（０）３９（２５）３４（４）１３３（３０）２７（１）２１（２）３２（１）３９（２８）３７（６）１５６（３８）
短大卒 ０（０） ０（０） ０（０） ０（ ０） ０（０） ０（ ０） ０（０） ０（０） ０（０） ０（ ０） ０（０） ０（ ０）
大 卒 １（０） ０（０） ０（０） ０（ ０） ０（０） １（ ０） ０（０） ０（０） ０（０） ０（ ０） ０（０） ０（ ０）
その他 ２（０） ３（１） ３（２） ０（ ０） ４（２） １２（ ５） ４（１） ２（０） ３（１） ０（ ０） ２（０） １１（ ２）

住

居

別

横 浜 １２（０） ７（０）１３（１）１５（ ８）１５（２） ６２（１１） ８（１） ６（０）１３（０）２０（１５）１７（３） ６４（１９）
川 崎 １（０） ４（０） ３（０） １（ １） ６（２） １５（ ３） ４（０） ４（１） ４（１） ３（ ３） ４（２） １９（ ７）
相模原 ２（０） １（１） １（０） ３（ １） ２（１） ９（ ３） ５（１） ３（０） ４（０） １（ ０） ２（０） １５（ １）
横須賀
三 浦 ２（０） １（０） ４（０） ５（ ４） ０（０） １２（ ４） ３（０） ０（０） ４（０） ３（ ２） ３（０） １３（ ２）
県 央 ４（０） ２（１） ４（０） ４（ ２） ８（１） ２２（ ４） ７（０） ５（０） １（０） ４（ ３） ７（０） ２４（ ３）
湘 南 ２（０） １（０） ３（０） ６（ ６） ４（０） １６（ ６） ０（０） ４（１） ３（０） ５（ ４） ２（０） １４（ ５）
西 湘 ０（０） ０（０） ０（０） １（ １） ０（０） １（ １） １（０） ０（０） ２（０） １（ ０） ０（０） ４（ ０）
足柄上 １（０） ０（０） ０（０） １（ １） １（０） ３（ １） ０（０） ０（０） ０（０） ０（ ０） １（０） １（ ０）
その他 ０（０） ０（０） １（１） ３（ １） ２（０） ６（ ２） ３（０） １（０） ４（１） ２（ １） ３（１） １３（ ３）

2-6 入学試験実施状況（令和３年度・第27期生）

2-7 学年別応募・入学状況

注：（ ）内数字は女性で内数
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本校では、実践技術者として企業での活躍を志す学生に対しては職業紹介を行うなど、本人
の意向を踏まえた進路指導を行っています。
特に就職希望者には、学生の希望や個性・能力を尊重して、専門技術分野に就職できるよう

に、指導を行っています。

科 名

生
産
技
術

科

制
御
技
術

科

電
子
技
術

科

産
業
デ
ザ
イ
ン
科

情
報
技
術

科

合

計

定 員 ４０ ４０ ４０ ４０ ４０ ２００

在 籍 者 ２２（１） ２５（２） ２４（０） ３３（２４） ３４（５） １３８（３２）

修 了 者 ２１（１） ２３（１） ２４（０） ３３（２４） ３２（５） １３３（３１）

就 職 希 望 者 ２１（１） ２２（１） ２１（０） ３０（２１） ２９（５） １２３（２８）

求 人 数 ２５０ ２８７ ２７２ １７６ ２５５ １２４０

就 職 者 ２１（１） ２２（１） ２１（０） ２７（１９） ２３（５） １１４（２６）

自 営 （内数） ０（０） ０（０） ０（０） ０（ ０） ０（０） ０（ ０）

就 職 率 （％） １００（１００） １００（１００） １００（－） ９０（９０．５） ７９．３（１００） ９２．７（９２．９）

就

職

状

況

地

域

別

横 浜 ８（０） ８（０） ４（０） １２（ ７） １１（１） ４３（ ８）

川 崎 ０（０） ０（０） ２（０） １（ １） １（０） ４（ １）

相 模 原 ０（０） ３（０） １（０） ０（ ０） １（０） ５（ ０）

横須賀三浦 ０（０） ０（０） ０（０） ２（ ２） ２（１） ４（ ３）

県 央 ２（０） ４（１） １（０） １（ ０） １（０） ９（ １）

湘 南 ８（１） ０（０） ２（０） ０（ ０） ０（０） １０（ １）

足 柄 上 ０（０） ０（０） ０（０） ０（ ０） ０（０） ０（ ０）

西 湘 ０（０） ０（０） ０（０） ０（ ０） ０（０） ０（ ０）

東 京 ３（０） ７（０） ９（０） ９（ ７） ７（３） ３５（１０）

そ の 他 ０（０） ０（０） ２（０） ２（ ２） ０（０） ４（ ２）

従
業
員
規
模
別

１～２９ ２（０） ２（０） ３（０） ６（ ２） ０（０） １３（ ２）

３０～９９ ９（０） ８（０） ２（０） ４（ ３） ９（０） ３２（ ３）

１００～２９９ ６（１） ３（０） ８（０） ３（ ３） ９（３） ２９（ ７）

３００～４９９ ２（０） １（１） ４（０） ６（ ５） １（０） １４（ ６）

５００～９９９ ０（０） ５（０） ３（０） １（ ０） ２（２） １１（ ２）

１０００人以上 ２（０） ３（０） １（０） ７（ ６） ２（０） １５（ ６）

平均賃金（円） １９８，９８３ １９９，４５７ １９７，７７３ １９０，８４４ １９４，６９６ １９６，０５９

2-8 就職の状況（令和２年度）

令和３年3月31日現在

注：（ ）内数字は女性で内数
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生
産
技
術
科

就職率
100％
（令和2年度実績）

就
職
先

㈱REJ／愛宕精工㈱／㈱足立機械製作所／荒木工業㈱／AT
テクマック㈱／㈱ETSホールディングス／NECファシリ
ティーズ㈱／㈱オカモトオプティクス／オサ機械㈱／川崎自
動車工業㈱／㈲川田製作所／河西工業㈱／㈱共栄エンジニア
リング／京浜産業㈱／㈱クレール／㈱工研／五光発條㈱／㈱
コバヤシ精密工業／相模鉄道㈱／㈱佐々木鉄工所／三和工機
㈱／三和電機㈱／㈱JFE設計／㈱勝栄電業社／湘南技術セン
ター㈱／湘南精機㈱／昭和精工㈱／㈱新日南／新菱工業㈱／
㈱タシロイーエル／田中サッシュ工業㈱／㈱テクノステート
／㈱テクモ／東京動力㈱／㈱日豊エンジニアリング／日本ギ
ア工業㈱／日本クロージャー㈱／日本端子㈱／㈱日立産機シ
ステム／㈱マイスターエンジニアリング／㈱ミツル光学研究
所／㈱安田製作所／㈱山喜／ヨコキ㈱／ワッティー㈱

制
御
技
術
科

就職率
100％
（令和2年度実績）

就
職
先

㈱IHI／㈱IJTT／荒木工業㈱／㈱アルプス技研／NECファシ
リティーズ㈱／オイレス工業㈱／応用電機㈱／㈱オシキリ／
㈱カナメックス／川崎自動車工業㈱／関東総業㈱／京三エン
ジニアリングサービス㈱／㈱佐々木鉄工所／三和工機㈱／産
和産業㈱／ゼネラルエンジニアリング㈱／㈱テクノステート
／東亞合成㈱／㈱ニコンエンジニアリング／日産自動車㈱／
日東エレベータ製造㈱／日本ギア工業㈱／日本ビルコン㈱／
日本リーテック㈱／ハル・エンジニアリング㈱／㈱ビーネッ
クスソリューションズ／㈱日立産機システム／㈱マーク電子
／㈱マグトロニクス／㈱ミクニ／守谷輸送機工業㈱／ワッ
ティー㈱

電
子
技
術
科

就職率
100％
（令和2年度実績）

就
職
先

㈱アイテクノ／㈱アイティ・イット／㈱アテック／㈱REJ／
アンドールシステムサポート㈱／AGC㈱／㈱エスシー・マ
シーナリ／NECファシリティーズ㈱／㈱エム・イー／㈱エ
ムティーアンドエス／応用電機㈱／㈱オキサイド／㈱カナ
メックス／関東総業㈱／技研電子㈱／共同カイテック㈱／㈱
ケイテック／三波工業㈱／㈱ジェイエスピー／㈱シノザワ／
㈱シミズ・ビルライフケア／ジャパニアス㈱／新日本電子㈱
／図研テック㈱／タカ電子工業㈱／TMCシステム㈱／㈱デ
ジタルフォルン／東洋通信工業㈱／東電同窓電気㈱／トラン
スコスモス㈱／日本ギア工業㈱／日本ビルコン㈱／㈱ヒップ
／ファーネス化工機㈱／㈱富士ダイナミクス／㈱ボルテック
／㈱マイスターエンジニアリング／㈱マグトロニクス／㈱ミ
クニ／㈱mirate／山下システムズ㈱／ワッティー㈱

産
業
デ
ザ
イ
ン

就職率
90.0％
（令和2年度実績）

就
職
先

㈱アーク・アイ・コーポレーション／アシスト㈱／㈱アート
プロジェクト／㈱アテック／井上鋼材㈱／㈱ウィズテックデ
ザイン／㈱エイジェック／㈱エヌ・ケイ／㈱コア・エレクト
ロニックシステム／㈱コンテック／㈱佐々木鉄工所／山協印
刷㈱／㈱シバックス／湘南技術センター㈱／情報印刷㈱／図
研テック㈱／㈱SUBARU／㈱創英／大成技研㈱／田中サッ
シュ工業㈱／㈱テクノアーク／東宝舞台㈱／㈱日産オート
モーティブテクノロジー／日本ステージ㈱／㈱ノムラプロダ
クツ／㈱ピー・アンド・アイ／㈱文典堂／北斗㈱／㈱ユニ
バーサル建設／ヨコキ㈱

情
報
技
術
科

就職率
79.3％
（令和2年度実績）

就
職
先

アークシステム㈱／㈱アールシーエス／㈱アイテクノ／㈱ア
プリコット／㈱エム・イー／㈱オリンピア・システムズ／㈱
オレンジテクノロジーズ／関越ソフトウェア㈱／㈱ケイテッ
ク／コアフューテック㈱／㈱コスモ／三和工機㈱／㈱ジェイ
エスピー／システムパック㈱／システムワークスジャパン㈱
／㈱第一コンピューター／テクニカルジャパン㈱／㈱テクノ
ウェア／㈱デストプラン／東西㈱／㈱ナウビレッジ／㈱日豊
エンジニアリング／㈱日本コンピュータコンサルタント／㈱
ピー・アール・オー／㈱VIPワークス／フォレックス㈱／北
斗㈱／㈱マエダ／㈱mirate／㈱ユニックスホールディングス

各学科の就職状況（平成30～令和2年度卒業生の主な就職先及び就職分野）
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2-9 年度別就職状況
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就職先企業名 平成２８年度
卒業生

平成２９年度
卒業生

平成３０年度
卒業生

令和元年度
卒業生

令和２年度
卒業生

過去５年間
合計

１ （株）エイジェック ２ ５ １ ２ ８ １８
２ （株）ケイテック ２ ５ １ ３ ２ １３
３ （株）テクモ ４ ２ １ １ ３ １１
４ （株）アールシーエス １ １ ３ １ ３ ９
５ 建通エンジニアリング（株） ４ ５ ０ ０ ０ ９
６ 日本ビルコン（株） １ ３ １ １ ３ ９
７ （株）オリンピア・システムズ ０ ４ １ ２ １ ８
８ （株）佐々木鉄工所 ２ ０ ２ １ ３ ８
９ 三和工機（株） ２ ４ １ １ ０ ８
１０ 日産自動車（株） ０ ２ ４ １ １ ８
１１ NECファシリティーズ（株） １ ２ ２ １ １ ７
１２ 川崎自動車工業（株） ３ ２ １ ０ １ ７
１３ （株）IJTT １ ３ ３ ０ ０ ７
１４ （株）VIPワークス １ ２ ２ ２ ０ ７
１５ 北斗（株） ３ ３ ０ ０ １ ７
１６ ヨコキ（株） １ ２ １ ２ １ ７
１７ （株）アテック １ ２ ２ １ ０ ６
１８ オサ機械（株） ０ ２ １ ２ １ ６
１９ 関越ソフトウエア（株） １ １ ４ ０ ０ ６
２０ 共同カイテック（株） ３ ２ ０ １ ０ ６
２１ 産和産業（株） ２ ２ １ ０ １ ６
２２ （株）ジェイエスピー ３ ０ １ ２ ０ ６
２３ システムワークスジャパン（株） １ ２ １ ２ ０ ６
２４ 昭和精工（株） １ ０ ２ ２ １ ６
２５ （株）日立産機システム １ ２ ２ １ ０ ６
２６ （株）マイスターエンジニアリング ２ ０ ２ ２ ０ ６
２７ （株）ユニバーサル建設 ０ ２ １ １ ２ ６
２８ アークシステム（株） ３ ０ １ １ ０ ５
２９ ATテクマック（株） ０ ２ １ １ １ ５
３０ コアフューテック（株） １ ３ １ ０ ０ ５
３１ 応用電機（株） ０ ０ １ ２ ２ ５
３２ 河西工業（株） １ １ １ １ １ ５
３３ サンプラス（株） ３ １ １ ０ ０ ５
３４ 図研テック（株） １ ２ １ ０ １ ５
３５ （株）ヒップ ０ ０ ３ ２ ０ ５
３６ （株）マグトロニクス ０ ０ ２ ２ １ ５

その他 １０１ ８４ ９８ ８４ ７５ ４４２
計 １５３ １５３ １５１ １２５ １１４ ６９６

2-10 年度別就職先企業一覧
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令和２年１２月
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 職業能力開発総合大学校基盤整備センター

が発行する「技能と技術」誌の表紙デザイン募集に当校から５名が応募しました。全国から１２０
点の応募があった中で、産業デザイン科・石黒あかりさんの作品（中央）が最優秀賞、伊藤美
紅さん、中村梨々花さんの作品（右上、右下）が佳作に選ばれました。
２０２１年１号（３月発行）に表彰式の様子と最優秀賞受賞者インタビューが掲載され、１年間
「技能と技術」誌の表紙を飾ります。

令和３年２月１５日（月）～２６日（金）
毎年パシフィコ横浜で開催されている県内

最大級の工業見本市「テクニカルショウヨコ
ハマ」の「研究開発ゾーン」に、短大校並び
に推進協議会に関する紹介や活動を出展しま
した。今年は、新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、イベント自体はオンライン開
催となりました。

２-11 令和２年度トピックス

「技能と技術」誌の表紙デザインコンクールで最優秀賞・佳作受賞

「テクニカルショウヨコハマ2021」（オンライン開催）に出展

ANNUAL REPORT２０２１
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令和３年３月１０日（水）～１１日（木）
令和４年３月卒業予定の学生を対象とした「職業能力開発情報交流会」を開催し、２日間を

午前と午後の４回に分けて、計１６３社の企業にご参加いただきました。令和元年度は、新型コロ
ナウイルス感染症の影響により資料配布形式で行いましたが、令和２年度は感染症予防対策を
徹底し、対面の説明会方式で行いました。
学生にとっては、本交流会が就職活動のスタートです。希望する企業ブースを訪れて、自己

PR書を渡し、会社概要や業務内容などの説明を聞きました。

令和３年３月１６日（火）
学校や職員が必要としている「もの」を、学生が卒業研究等

で制作し、実際の使用に耐えるものを「ものづくりシッププロ
ジェクト作品」として認定を行う「ものづくりシッププロジェ
クト」制度を実施しています。令和２年度は、４点が認定され
ました。

生産技術科 見目 京介さん「センサー式消毒液噴出機」
生産技術科 駒澤 秀典さん「Ａ４ペーパ専用三つ折り器」
産業デザイン科 吉田 飛湧さん「喫煙スペース境界区画用ベンチ」
電子技術科 出口 勇輝さん「多機能電光掲示板」

「職業能力開発情報交流会」を開催

「ものづくりシッププロジェクト」4作品を認定
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「技能五輪全国大会」は、２３歳以下の青年技能者が技能日本一を競う大会です。第５８回大会は、
中部国際空港セントレア島にある愛知県国際展示場で、令和２年１１月１３日（金）～１６日（月）の４
日間の日程で実施されました。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、無観客開催となり、
さらに会場入場者の限定や体調確認書の提出など、徹底した対策が取られた中での大会となり
ました。
大会は、「機械系」、「電子技術系」、「建築技術系」、「サービスファッション系」など４２職種で

競技が実施されました。「電子機器組立て」職種に出場した電子技術科の川島 優さんは、６月
の県予選（２級技能検定実技課題）に合格し、８月に名古屋市で実施された二次選考会を通過
して本大会出場となり、全国から集まった同職種の選手４９名と競いました。なお、短大校学生
の全国大会出場は、第５４回やまがた大会以来４大会ぶりとなります。
川島さんは、普段課題に取り組む環境とは異なる「全国大会」という舞台に戸惑いかなり緊

張したそうで、課題に対しては「もう少し頑張れた」と競技終了後は少し悔しい表情を見せて
いました。残念ながら入賞は逃しましたが、今大会は川島さんにとって異なる環境であっても
実力を出しきる大切さを実感する、貴重な体験になったようです。

2-12 第58回技能五輪全国大会

国際展示場のエントランスにて 電子機器組立て競技エリア

競技課題Ⅰのはんだ付け作業 ライブ配信用のインタビュー
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2-13 公開講座（グッドヒューマンネットワーク講座）
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月 日 行 事 内 容 対 象

4月6日（月） 入学式（新入生167名 うち男性127名、女性40名） １年生

4月6日（月） オリエンテーション ２年生

6月24日（水） 防災避難訓練 学生・職員

7月8日（水） 開校記念日

7月27日（月）、28日（火） 授業見学会（参加者17名） 高校教諭

8月6日（木）～14日（金） 夏季休業 学生

9月30日（水） 健康診断 学生

11月9日（月） 文化祭（学生のみ） 学生

11月11日（水） 防災避難訓練 学生・職員

11月20日（金） 公募推薦及び第１回一般入学選抜試験

12月3日（木） 就職ガイダンス １年生

12月28日（月）～1月4日（月） 冬季休業 学生

1月19日（火）～1月28日（木） 総合技能演習、技能照査、企業実習（インターンシップ） 学生

1月29日（金） 第２回一般入学選抜試験

2月10日（水）～3月2日（火） 卒業研究発表 ２年生

3月18日（木） 卒業式（卒業生133名 うち男性102名、女性31名） ２年生

3月18日（木）～4月4日（日） 春季休業 在校生

3月23日（火） 進級発表 １年生

就職説明会
6月17日（水） 合同企業説明会

（企業プロフィール等の書類を郵送していただき、学生に配布し学生が連絡をとる方式） ２年生

3月10日（水）、11日（木） 情報交流会（参加企業：推進協会員企業163社） １年生

公開講座
3月4日（木） グッドヒューマンネットワーク講座（長田展明講師） 学生

オープンキャンパス
7月20日（月） 留学生対象オープンキャンパス（参加者1名） 留学生

8月25日（火） 留学生対象オープンキャンパス（参加者3名） 留学生

9月3日（木） 留学生対象オープンキャンパス（参加者8名） 留学生

9月6日（日） オープンキャンパス（第１回学校説明会、エンジニアセミナー）
（参加者延90名）

一般・高校生・
保護者・留学生

9月20日（日） オープンキャンパス（第２回学校説明会、エンジニアセミナー）
（参加者延べ76名）

一般・高校生・
保護者・留学生

10月11日（日） オープンキャンパス（第３回学校説明会、エンジニアセミナー、
入試説明会）（参加者延べ46名）

一般・高校生・
保護者・留学生

12月13日（日） オープンキャンパス（第４回学校説明会、入試説明会）
（参加者延べ28名）

一般・高校生・
保護者・留学生

1月31日（日） 高校２年生向けオープンキャンパス（適職診断、施設見学）
（参加者延べ13名）

高校２年生・
保護者

2-14 令和2年度年間行事
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（１）事業の概要
本校は、専門課程の高度職業訓練の実施とともに、本県の職業能力開発を推進する中核施

設として、職業技術の高度化に対応する企業在職者のための能力開発や、施設の利用援助事
業を実施しています。

（２）在職者等訓練事業の計画と実績
企業の在職者を対象に、メニュー型及びオーダー型の専門短期課程の高度職業訓練を実施

しています。
・メニュー型…「スキルアップセミナーガイド２０２１」やホームページ等で広報を行い、機械、
制御、電子、情報、デザインの各分野及び、管理・経営・階層別の２日間または４日間の
セミナーを実施しています。

・オーダー型…企業の方々からの相談に応じて、受講者の要望に沿った内容のセミナーを企
画し実施しています。

（３）施設の利用援助事業
法に基づき、事業主などが行う職業訓練・技能検定等に対し、その実情に応じて必要な援

助等を行っています。
・事業内職業訓練に関する援助…神奈川県塗装技能訓練校 他３団体
・技能検定等に関する援助………（一社）神奈川県プラスチック工業会 他

職系・科名 令和３年度計画
令和２年度

計 画 実 績

生 産 技 術 科 １４０（ １３０、 １０） １４０（ １３０、 １０） ２２（ ２２、 ０）

制 御 技 術 科 １２０（ １１０、 １０） １２０（ １１０、 １０） ３３（ ３３、 ０）

電 子 技 術 科 １３０（ １２０、 １０） １３０（ １２０、 １０） ４（ ４、 ０）

産業デザイン科 １４０（ １３０、 １０） １４０（ １３０、 １０） ７（ ７、 ０）

情 報 技 術 科 ３７０（ １３０、２４０） ３７０（ １３０、２４０） １９（ ０、１９）

生 産 管 理 系 ６００（ ６００、 ０） ６００（ ６００、 ０） ２８２（２８２、 ０）

合 計 １，５００（１，２２０、２８０） １，５００（１，２２０、２８０） ３６７（３４８、１９）

2-15 企業在職者のための能力開発施設としての機能

（数字は延べ人数）

※（ ）内の数字は、（メニュー型、オーダー型）の内数
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本校では、職業能力開発における本県の中核施設の機能を果たすため、「人材育成支援セン
ター」を設置し、民間と公共の連携によるカリキュラム開発や中小企業の人材育成支援、求職
者への教育訓練情報の提供等を推進しています。

2-16 人材育成支援センターとしての機能

。
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令和２年度 実績
２テーマの調査研究を実施
・人材確保のための会社の魅力づくり研修プログラム開発
・新入社員研修の基礎と応用プログラム開発

令和２年度 実績
令和３年３月４日 校内オンライン配信
新型コロナウイルスに負けるな！～正しい情報と防御対策を～
講師 長田 展明 氏（葛が谷つばさクリニック院長）

人材育成支援センターは、主として次の４つの機能を有し、人材育成に関する総合的な支援
の拠点としての役割を果たしています。各事業の内容と令和２年度の実績は次のとおりです。

（１）公民連携プロジェクトの推進
職業能力開発に係る多様な教育訓練資源を有する民間団体（各種学校、企業、NPO法人等）

と公共職業能力開発施設等が相互に連携し、人材の育成活動、事業を支援するかながわ人材
育成支援ネットワーク（１９０会員）の協力のもと、情報の共有化と教育訓練資源の充実を図っ
ています。また、かながわ人材育成推進企業ネットワーク（４９６企業）を運営し、会員企業に
人材育成に関わる情報を提供するとともに、人材育成に関するニーズを把握し、事業に活か
しています。
① 民間・公共連携による職業訓練カリキュラム等の研究開発
上記のニーズ把握に基づき、職業訓練カリキュラムの開発をはじめとする調査研究を行っ

ています。
また、調査研究の成果をもとに本校で開催する在職者等訓練においてセミナーを実施する

とともに、成果物であるテキストを希望する企業・団体に提供するなど、幅広く活用できる
ようにしています。

②「産業人材育成フォーラム」の開催
かながわ人材育成支援ネットワーク会員をはじめとする企業等の在職者、求職者等に対し、

職業能力開発に関する意識啓蒙や教育訓練に関する情報を広く提供するため、「産業人材育成
フォーラム」を開催しています。
令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、対象を短大校学生のみとし、校

内オンライン配信で実施しました。

（２）中小企業の人材育成支援
① オーダー型在職者訓練コーディネート
従業員に対し企業内部で教育訓練を行うことが難しい中小企業等からの相談に応じて実施

する、オーダー型在職者訓練のコーディネートを行っています。
当センターに所属する在職者訓練コーディネータ４名が企業を訪問し、訓練ニーズを把握

し、日程や訓練内容等の要望を伺い、職業技術校等での訓練実施に向けて調整を行います。
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令和２年度 実績
・オーダー型在職者訓練のコーディネート件数
・オーダー型在職者訓練実施講座数
・指導人材や教材提供等の相談や紹介件数

２，５３６件
５２講座
３２件

令和２年度 実績
・動画版「ハロートレーニング説明会」視聴回数
・ホームページを利用した情報等の提供件数

１，３７８回
９５，４３１件

令和２年度 実績 職業訓練指導員研修の受講者数 ６６コース ５５９名

② 指導人材や教材提供等の相談
オーダー型在職者訓練のコーディネートの過程で寄せられたさまざまなニーズに対して、

他機関が実施する訓練や指導人材の紹介、教材の提供など、きめ細かく的確な支援ができる
よう努めています。

（３）教育訓練に関する情報提供
① 求職者ポータルサイトの運営
民間・公共の教育訓練資源情報（講習会、施設、教材、カリキュラム等）を一元化し、イ

ンターネット等で情報提供するとともに、求職者が適職相談や就職対策講座、職業訓練相談
などに関する情報を取得できるポータルサイトを運営しています。

② ハロートレーニング説明会（職業訓練説明会）の開催
求職者等へのキャリア支援のため、公共職業安定所等で説明会を開催し、神奈川県立の短

大校や職業技術校等のみならず、他機関が実施する公共職業訓練についても幅広く情報を提
供するとともに、職業訓練に関わる受講相談を受け付けています。
令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響によりすべて中止し、新たに動画版「ハ

ロートレーニング説明会」を作成しホームページに公開しました。

（４）職業訓練の支援
① 職業訓練指導員研修
短大校や職業技術校等で訓練を担う指導員の指導スキル向上のため、「職業訓練指導員研修

委員会」を設置して、委員会の運営から受講手続き、受講後のフォローまでを一貫して行っ
ています。
指導員個々の専門的な知識・技術・技能を高めるための研修はもとより、特に近年は教育

現場のハラスメント問題への対応や、精神障がい者など特別な配慮を必要とする訓練受講者
への対応が課題となっているため、指導員全員の共通能力向上を目的に、そうしたテーマの
研修を継続的に企画・実施し、令和元年度は精神障がい者理解の研修を拡充するなど、他県
に先駆けた研修モデルの構築に取り組んでいます。

② 職業訓練に係る教材等関係資料の管理、提供
収集した職業能力開発に関する資料や教材、当センターで開発した教材や研究開発の成果

物を管理し、関係各機関からの要請を受け提供を行っています。また、神奈川方式の訓練単
位について、各総合職業技術校及び神奈川障害者職業能力開発校からの依頼を受け、登録作
業を行っています。
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3．学科紹介

生産技術科

制御技術科

電子技術科

産業デザイン科

情報技術科
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生産技術科
AdvancedManufacturing &Design
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☆カリキュラム概要
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制御技術科
Robotic ＆ControlSystems
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☆カリキュラム概要
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電子技術科
ElectronicDevices ＆CommunicationSystems
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☆カリキュラム概要
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産業デザイン科
Creative IndustrialDesign
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☆カリキュラム概要
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情報技術科
Information &NetworkSystems
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☆カリキュラム概要
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